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を事例に」では、開校期すなわち明治20年代前半の東京音楽学校における教育内容を扱った。当時の東
京音楽学校専修部でヴァイオリンを専攻した岩原愛を事例として取り上げ、彼女が筆写した楽譜や所有
した輸入版楽譜と東京音楽学校所蔵楽譜を比較し、初期の専門教育の具体的内容を提示した。さらに、
岩原の遺族からの聞き取りを通して、明治期に音楽の専門教育を受けた女性にとっての音楽とは何かを
考察した。そして、地方における音楽教育展開の事例として、岩原が赴任した明治20年代の京都府高等
女学校における音楽教育を取り上げた。 
 以上から明らかになったことを結論として、「『譜面』及び『幼稚園譜面』から見る音楽取調掛の伝習
内容」「音楽取調掛から東京音楽学校への変遷」「音楽取調掛及び東京音楽学校が果たした役割」という
点から提示した。音楽取調掛の伝習生が遺した楽譜史料からは、公的な文書からはわからない、具体的
な伝習の内容を知ることができた。音楽取調掛では、唱歌教育の導入に向けた教員養成に重きがおかれ
ていたのに対し、東京音楽学校では、師範部と専修部を設置し、音楽教員と音楽家の養成に着手した。
しかし、当時の社会状況から見ても、音楽家になることは難しく、東京音楽学校の卒業生の多くは音楽
教員として地方の中等学校に赴任した。これは、地方の側からも、東京音楽学校卒業生を教員として求
めていたためでもあり、東京音楽学校は地方における音楽教育の発展にも寄与したのであった。本研究
は、指導者側から語られる傾向にあった教育史を、受け手の視点に立って捉えた試みとして、意義があ
ると考える。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は、音楽取調掛及び開校期の東京音楽学校における伝習・教育内容の実際、さらにはそれらが
どのように地方の唱歌・音楽教育へ展開していったのかを明らかにすることを目的とし、当時の伝習生・
生徒が残した楽譜や関連文書、遺族の証言を史料として、史実を多角的に構築しようとしたものである。
特筆すべきは、京都府より音楽取調掛に派遣された伊藤よねや、開校期の東京音楽学校専修部でヴァイ
オリンを専攻した岩原愛が筆写した楽譜・文書史料を発掘し、それらを刊行された楽譜と丹念に比較検
討しながら、学び手の側から当時の伝習・教育の実際にアプローチしたことである。 
 本研究の学術的な成果を論文の構成に照らして概括すると、伊藤よねが残した「譜面」「箏譜扣」「幼
稚園譜面」を手掛かりに検討した第１章及び第３章では、すでに刊行された『小学唱歌集』の唱歌に和
声づけや伴奏などが試みられたり、試作段階の唱歌が教材として適当であるかが試されたりしていたこ
と、保育唱歌の一部が五線譜化され、小学校用の唱歌として適材であると考えられていたこと、箏・風
琴用に唱歌が編曲されていたこと、刊行前の『幼稚園唱歌集』の多くが京都に持ち帰られていたことな
どが明らかになった。また、第２章では、京都を事例に、音楽取調掛の伝習生が地方の唱歌教育導入に
果たした役割の具体が浮き彫りにされている。さらに、第４章では、岩原愛が筆写した楽譜や所有した
楽譜、遺族の証言などを通して、初期の音楽専門教育の具体的内容が明らかにされるとともに、当時の
音楽専門教育に携わった女性の人物像も描き出されている。 
 こうした成果の一方で、課題も残されている。最も大きな課題は、伝習生・生徒の残した文書史料に
基づく解釈の論証が、必ずしも十分ではない点である。楽譜と伝習・教育の実際を短絡的に結び付ける
ことは避けるべきであり、楽譜の解明には、なお一層の研鑽と研究の継続が求められる。また、リサー
チクエスチョンの焦点化、資料提示の改良なども今後の課題である。 
 以上、総合的にみれば、音楽教育史研究の分野に新たな知見をもたらした本研究は、博士学位論文と
して十分な価値と内容を持つものと評価できる。よって「合格」と判断する。 
 
 
